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研究成果の概要（和文）：この研究は中米・カリブにおける音楽・ダンス・絵画や写真等の表象芸術を中心とし
たポピュラーカルチャー現象に焦点を当てD・ハウズのセンススケープを描写する「感覚のエスノグラフィー」
の開発に挑戦したものである。グアテマラではケクチ先住民の民族音楽を演奏者の身体感覚と伝統の継承から分
析し、カリブ海沿岸のガリフナ文化では絵画描写と表現技法とその消費を明らかにし、プエルトリコではレゲト
ンとサルサという音楽をそれぞれアフロ感覚とソネオの口承伝統との交錯という点を分析しその成果を発表し
た。

研究成果の概要（英文）：This study challenged the development of an 'ethnography of the senses' that
 describes D. Howes' sensescapes, focusing on popular culture phenomena in the Central America and 
the Caribbean, particularly in the representational arts such as music, dance, painting and 
photography. In Guatemala, we analyzed the folk music of the Q'ueq'chi indigenous people in terms of
 the performers' physical sensations and the transmission of traditions; in the Garifuna culture of 
the Caribbean coast, we clarified pictorial depiction and expressive techniques and their 
consumption; and in Puerto Rico, we analyzed the music of reggaeton and salsa in terms of their 
intersection with the Afro sensibility and Soneo oral tradition, respectively, and presented the 
results in various academic media.

研究分野：民族音楽学

キーワード： 感覚経験　エスノグラフィー　中央アメリカ　カリブ海地域　民族音楽　ポピュラー音楽　ガリフナ　
プエルトリコ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
感覚の人類学研究は、身体論、現象学、宗教、移民などとそこから派生する固有のテーマをもち、その対象地域
は、西洋世界あるいは非工業化していない非西洋社会を対象にしてきた。この研究では先住民音楽のインターネ
ットでの情報発信、伝統絵画ではなくペイントをつかった商業あるいは非商業的な壁画、レゲトンやサルサなど
ローカルな演奏文脈からメディアを通した情報発信とその消費など、をそれぞれの感覚経験とどのように交錯す
るかについて考察している。ネット社会における情報の圧縮と、携帯端末というメディアを通した直接感覚経験
を直結した紋切り型でない分析方法を提案している点で斬新である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）感覚の人類学研究に対する期待 
 当初、この研究計画は、中米グアテマラ共和国とプエルトリコ、ホンジュラスをフィールドと
して、おもにマヤ系ならびにガリフナ民族とメスティソにおける音楽・ダンス・絵画や写真等の
表象芸術を中心としたポピュラーカルチャー現象に焦点を当てた新しい書記法（=記述法）の開
発に挑戦するというものであった。すなわち、従来の「観たことを記述する」書記法に加えて「観
察者がどう感じたか」を記述に導入する「感覚のエスノグラフィー」という観点を取り入れると
いうアイディアがあった。その素材対象として、先住民社会におけるポピュラーカルチャーとり
あげ、音楽・食・絵画・写真・ダンスなどの民族表象が、外部社会との接続により様々な文化要
素の世界循環するさまを紹介する。そして、先住民社会ならびにその民族表象を受け入れる当事
者を中心とした感覚の語りや経験と、そこに共在する観察者の経験の語りを接続させて、一種の
二つの視座から総合的に考察するというものであった。 
 このような研究姿勢が求められたのは、この「感覚記述」の方法に関する刷新について学界か
らの期待があったからである。つまり、感覚経験の人類学とは、感覚／感性を被観察者と観察者
の両サイドからの記述をおこない、それらを一つのエスノグラフィーの記述にまとめあげると
いう計画であった。 
（２）センススケープ論に着目して 
 このような試みは、デイビッド・ハウズによるとセンススケープ（sense-scape）への配慮があ
ってこそ可能になる。センススケープは文字通り、センス（感覚）が生起する情景や状況のこと
である（Howes 2005）。アルジュン・アパデュライ（Arjun Appadurai 1996）が提唱したモダニテ
ィを具体的に表象する５つのスケープ、つまり、エスノ-、メディア-、テクノ-、ファイナンス-、
そしてイデェオ-、が冠されるスケープ（ethno-, media-, techno-, finance-, ideo- scape）に加えて、
ハウズは第６のスケープ(sixth scape)と称されるものを提案した(Howes 2005:69)。それがセンス
スケープであった。振り返ってみれば、センススケープの提案の以前にも、これまでにさまざま
なこの種のタイプの情景や状況についての研究の提案があった。例えば、民族音楽の Steven Feld, 
視覚表象の Oliver Sacks, メディア研究では Marshall McLuhan ら、また、記憶における Susan 
Stewart, シャーマンの女性性における Susan Stewart、料理における Lisa Law, 匂い経験の Jim 
Drobnick など、それぞれのセンスに着目した研究の提案があった。 
 このことを、中米ならびにカリブ海地域で試みるのが、本研究において私たちが提案した点で
ある。民族音楽学者、文化人類学者、歴史研究者がそれぞれ、共通の理論的枠組みを共有し、そ
れぞれが持っている学問分野の方法論でアプローチするとともに、各研究者が自分の分野がも
つパラダイムの限界を超えて領域横断的なこの研究領域でオリジナルのアイディアを生産する
ことが求められたのである。 
 
２．研究の目的 
 
 最初になぜ感覚の人類学が重要なテーマになりえるのかということを、研究班で研究初年度
にブレインストーミングした。そこで次の５つの段階を通して「感覚経験のエスノグラフィー」
が必要になることを確認した。その５つの目標（段階）とは以下のとおりである；（１）感覚の
人類学とは、人間の身体の人類学的研究であることを認識する。（２）身体の人類学研究には、
さまざまな学問領域（医学、心理学、教育学、芸術学、哲学、そして文化研究）からのアプロー
チが必要である。（３）身体の人類学の必要性はなぜか？——それは人間の身体や五感（＝おも
に感覚経験を形づくるものと言われているもの）の普遍性ならびに斉一性と、感覚を含む身体経
験が文化の違いにより非常に多様な姿＝現象を取りうることが仮説として考えられるからであ
る。それゆえ、（４）人間の身体や五感（＝おもに感覚経験を形づくるものと言われているもの）
の普遍性ならびに斉一性を基準にして、感覚を含む身体経験の文化的に多様な形態を記述する
方法を探究する必要がある。（５）これらの方法は、感覚経験のエスノグラフィーを書く（writing 
ethnography of sensory experience）というプロセスから導き出されるという予測を立てた。 
 つまり、感覚経験のエスノグラフィーの書記法（writing）のシステムとその書記法を支える理
論的枠組みを、事例研究を通して探求されなければならないという結論に到達した。それが本研
究の目的となった。 
 
３．研究の方法 
 
 上掲のように、研究の目的は、感覚経験のエスノグラフィーの書記法のシステムとその書記法
を支える理論的枠組みを、事例研究を通して探求することであった。そのための方法は以下の３
つの柱からなった。 
（I）先行研究の文献レヴュー 
 感覚の人類学研究とは、人間の身体の普遍性ならびに斉一性を基準にして、感覚を含む身体経



験の文化的に多様な形態を、経験的に明らかにすることである。すなわち「人間の身体に関する
記述体（writing corps on human corps）」に関する文献レヴューをおこなう。 
（II）先行研究カテゴリーの分類 
 すでに存在している、感覚経験のエスノグラフィーの文献的渉猟と、いくつかの（手本になる）
代表作を仔細に分析して、どのようにして、そのような感覚経験を記述することが可能になった
のかについて考察する必要がある。特色となる感覚記述とその成功の可否の理由を探究し、それ
らの間に、研究アプローチの違いを析出する。つまり、先行研究をなんらかの形で分類すること
を試みる。 
（III）感覚と情動現象のモデル探求のための議論 
 感覚経験のエスノグラフィーの評価を質的な良さ／悪さだけで判断するのではなく、感覚経
験のエスノグラフィー記述のモデル概念を確立し、それを支える社会的要素や、行為者による情
動や感覚の飼い慣らし（taming）プロセスに着目する。 
 
４．研究成果 
 
（１）情動・感覚の定義と領域の確定：先行研究のレヴューから得た結論 
 COVID-19 流行のもとで初年度と二年度の中期までは収集した文献の情報解析に充てられた。 
 池田（2013）は、本研究課題の着手に先立ち「情動の文化理論にむけて」という論考を発表し
ている。クリフォード・ギアーツは、早くも 1973年の『文化の解釈学』のなかで、感情もまた
文化的創造物であることを指摘している。民族誌を書く以前の人類学者の常識的推論から可能
になることを表現して彼はこう述べている。 
 
「われわれの精神労働は、外的世界自体における出来事のパターンに関する情報の収集から、
情緒的意味の決定へ、つまり出来事のパターンの情緒的包含へと転換する。われわれは問題
の解決ではなく、感情の明確化にかかわっている。にもかかわらず文化的資源、ならびに充
分な公的象徴体系の存在は、指示的思考の場合と同様に、この過程にとっても本質的である。
それゆえ「ムード」「態度」「感覚」等——それらは感動や動機ではない、状態や条件という
意味における「もろもろの感情」——の発展・維持・消滅は、指示的「思考」同様、人間に
おける基本的に私的な活動とみなすわけにはいかない」(Geertz 1973:81)。 

 
ギアツは感情経験は決して私的なものではなく、文化的社会的な表現行為であるとしている。感

情（ないしは情動：emotion, affect）
は神経生理学的変化によってもた
らされる精神状態であり、思考、感
情、行動反応、快不快の度合いなど
様々な関連性がある。残念ながら定
義に関するコンセンサスは現在に
おいてもそれほどあるとは言えな
い。感情はしばしば気分、気質、性
格、性質、創造性と絡められている
ことがわかるだけである。それゆえ
に、情動と感覚の記録は、いっけん
何を記述してもよいように思える。
しかしながら、そこに、個人と（デ
ュルケーム流の）集合表象の共有を
可能にする集団という軸で構成さ
れるマトリクスのなかに何が表現
されるのかを描いてみると、情動と

感覚は容易に四象限のなかで分類することが可能になる（図を参照）。ギアツの言う情動や感覚
の社会的共同性の特色が現れている領域がわかるはずである。 
 そのことから、感覚経験は、個人にとっては、共在経験を通した観察であり、集団にとっては、
いわゆる「共在感覚」や「共在経験」の記述に焦点化されれば、より「適切な」表象表現とする
ことができる。例えば、音楽や絵画の感覚経験を記述するとは、その個人の語りに還元される心
理現象を説明（例：「その時に理由もわからず涙が出たが、きっと私は無意識に感動していたに
ちがいない」）するのではなく、むしろ、共在経験を通した観察についての記述（例：「その演奏
の第三楽章のところでは、演奏家たちの熱演が伝わってきた気がしたが、客席の周りの人たちも
手や足あるいは身体で調子を取っているようだった」）が「感覚経験のエスノグラフィー」にと
ってより適切なものになる。 
 
（２）感覚と情動の社会的基盤に関する理論モデル：方法の探求から得た結論 
 ギアーツの指摘を受けると次のような疑問が生じる。つまり、感覚とそれと不可分な関係をも
つとおもわれる情動が、文化による整形（shape）をうけて、どのようにして、それが最終的な紋
切り型の表現として、我々の経験としてパターン化されるのだろうか。次の作図「感覚と情動現



象とその社会的・文化的基盤に関する
モデル」にあるように、音や匂いなど
の五感から、日常の文化的実践である
ハビトゥスやさまざまな治療儀礼な
どの複雑なプロセスの記述まで、感覚
と情動の経験は幅広い社会的・文化的
基盤をもつように思われる。図が整理
しているように、感覚経験を記述する
とは、人間の能力のレパートリーとし
て考えられるような、「感覚や情動の
飼い慣らし（taming）」と「感覚や情動
の暴走（uncontrollable）」の弁証法的な
プロセスが、エスノグラフィー記述と
しての「怒りや悲しみ、喜びや快楽、
（チクセントミハイ流の）フロー経験」
さらには「両義的情動が」、ハビトゥス

や宗教儀礼などの感覚経験や情動が主題化される現場の中で有機的にまとめられることが、表
されている。それが、「感覚経験の民族誌・エスノグラフィー」というジャンルを形成している
のである。小栗宏太（2022）が「情動の人類学」という文献レビューで記述したように、民族誌
記述の流行が、ある時点で「情動論的転回（affective turn）」と呼ばれるようなブレイクスルーが
生じるのではないのだ。情動論的転回を感じるのは社会的集合的現象ではなく、論文や著作を並
べそれを棒グラフに表現して突出したことを「転回」と誤解することなのである。情動の民族誌
という主題は「転回」以前から存在しており、我々の「感覚経験のエスノグラフィー」において
も、感覚経験論的な転回がある時点で突然生じるという幻想を抱くことに大きな意義はない。 
 
（３）個別事例調査の成果 
 研究代表者の滝：2021 年度：滝と池田らは「中米・カリブにおける感覚のエスノグラフィー
に関する実証研究」に関する HPを作成、感覚経験の人類学：リーディングスを制作し基礎資料
集とした。また、滝がかつて収集したエスノグラフィー資料をもとに、『音と感覚のエスノグラ
フィー：マヤ・ケクチの民族音楽学』を公刊し、本研究課題に寄与した。また、滝は、記譜に表
されないが身体感覚と密に関係する音について論究した。さらに滝は、音楽活動という経験と社
会活動への情動的接続について試論を展開した。2022 年度：グアテマラ共和国アルタベラパス
県において、ケクチマヤ女性の日常生活における感覚経験について知るため、参与観察を行い、
合わせてインタビュー調査との照合をとおして生活実践上における感覚語彙や慣用表現を収集
した。また、ケクチ語で歌われる流行歌レゲトンの歌詞を収集し、彼らの情動経験の一端を明ら
かにした。2023 年度：グアテマラ共和国アルタベラパス県においてケクチ民族の祭礼音楽と女
性支援の NGOグループを観察記録した。あわせて、首都においてサカプルテコ先住民の Tujaal 
Rock のメンバーにインタビューをおこなった。彼らのアイデンティティ表象と音楽表現の深い
つながりについて確認した。 
 研究分担者の池田：2021年度：上掲のようにポータル研究 HP、リーディングスリスト HP等
を作成した。滝との共著の刊行。2022 年度：感覚のエスノグラフィーに関する基礎資料の収集
を行い、年度末に行われた打ち合わせ会議において、その方法論の文献レビューを発表した。プ
エルトリコのサンファンとポンセにおいて、サルサ音楽を中心に現地調査をおこなった。特にサ
ルサの即興演奏であるソネオに焦点をあて、それらが、エルトリコの伝統音楽であるヒバロから
プレナにいたる過程で政府が国民音楽として擁護しその発展に貢献していること、音楽形式に
あるデシマ（十行詩）というスタンザ（詩連）でおこなわれる厳格な韻律のルールが、サルサに
おいてはソネオと呼ばれる即興作詞のなかに反映されていることなどを見出した。 
 研究分担者の牛島：2021年度：1846-1848年の米墨戦争における長年の歴史研究をもとに米墨
戦争とメキシコの開戦決定過程について言及した。そこで、メキシコ側の開戦決定における敗戦
予想を上回る動機としての大義たる「名誉」の問題を考察している。本研究課題との関連では「名
誉」が引き起こす行為とそれに伴う情動の分析を、本研究課題の貢献と評価することができる。
また牛島は、19 世紀米国からメキシコへの逃亡黒人の奴隷の動きに着眼し、ラテンアメリカか
ら米国への人の移動を俎上に載せた。それらはプエルトリコの新しい研究視点を貢献すること
となった。2022 年度：調査地であるプエルトリコの歴史を押え、プエルトリコ音楽のレゲトン
の歌詞の内容分析を行い、そのブラックネス（アフロ性）とジェンダー意識の関係について考察
した。2023 年度：プエルトリコのサンファンで調査をおこない、レゲトン音楽とブラックネス
について、プエルトリコ大学の学生にアンケート調査や聞き取りをおこない、２つの学会発表を
おこない、レゲトンとブラックネスに関する研究論文を公刊した。 
 研究分担者の冨田：2021 年度：ガリフナの宗教民族誌について考究し、本課題に関する地域
研究への寄与をおこなった。2022年度：冨田は、ホンジュラス・ガリフナに関する 1990年代に
採集されたデータを分析し、次年度令和 5 年度の同地域を含むベリーズおよびグアテマラでの
調査に備えた。2023 年度：ベリーズ、グアテマラ、ホンジュラスのカリブ海沿岸の市町村を訪
問し、壁画を中心とした視覚表象を、写真撮影し、収集をした。 



 
（４）総論的な結論：感覚の人類学から、感覚の人類学「批判」へ 
 本研究期間に収集した文献資料は 150 点を超えて現在もなお増補中である（感覚経験の人類
学 HP）。総合するに、人文社会研究が感覚経験に着目するにつれ、歴史学、社会学、人類学、哲
学（主に現象学）等で彼らの研究の初期から断片的に収集記述されてきたものが、個々の研究者
によりまとめられ、再考され、そして新規のジャンルとして地歩が築かれてきたと言える。各時
代、各学問分野により、エポックを画する代表的な研究や論集がまとめられたが、ひとつの方法
論で、ひとつの明確な結果が導出されるような単純なものではない。従来の五感の分類に着目し
てきた感覚経験の人文社会科学は、クロスモーダルやマルチモーダルといった、それぞれの感覚
間の相互作用により個々の感覚がエンハンスされたり抑制されたりすることがわかった。その
ため、これまで「第六感」と呼ばれるメタ感覚も超自然的な説明のみならず認知科学による合理
的な説明が可能になってきた。 
 そのような感覚経験を記述するための科学的論述におけるパラダイム転換は、そのエスノグ
ラフィー（民族誌）記述の今後にも影響を与えるであろう。すでに私たちには、コンスタンス・
クラーセンや、ナディア・セレメキタスらの西洋現代社会生活における感覚経験の再考というす
ばらしい業績がある。しかし、私たちは、ニジェールのソンガイ文化研究のエスノグラファーで
あるポール・ストーラーが 1989年に指摘したことに着目する。彼は、これまでのエスノグラフ
ァーは視覚中心的な情報収集に偏っているため、聴覚、味覚、嗅覚、触覚の役割にとって文化記
述から排除されてきている、と的確に指摘している。確かにその通りである。例えば理学療法士
の民族誌は触覚記述が重要であり、シェフや厨房の人々のそれらでは、味覚、臭覚、聴覚の記述
は欠かせないだろう。ストーラーの視覚中心主義への批判は、それだけでは、民族誌が何をテー
マに選択するときに視覚以外のものも選択される可能性について深く考えていない。問題はな
ぜこれまでの民族誌が視覚優位であったのかを思想史のレベルにまで上昇させて考えるべきで
ある。視覚以外のものが選択されても、その感覚が主題化するのかを自然化する研究者の無反省
が問題なのである。音楽をテーマにする時には、聴覚優位の主題が優先されるが、多くのポピュ
ラー音楽は歌詞があり、また、ライブハウスでのダンスや飲酒（時にはドラッグ）などの触覚や
酩酊の感覚など、マルチモーダルな記述が必要になる。感覚経験を、特定の人種や民族集団の固
有のものとする「文化的アサインメント」という発想も回避しなければならない。例えば、ラッ
プやレゲトンという純音楽的鑑賞態度の問題を論じるときに、その音楽がアフロ性や黒人性を
持ちうるという主張は、慎重にそのディスコースを批判的に分析するのみならず、誰がどのよう
な文脈のなかで表現するかを考慮しなければ、北米の批判的人種理論（CRT）が指摘するような
科学人主義的なインデックスにすぎない疑似科学になるのである。ラップやレゲトンは初期に
はMTV、現在では YouTubeによる配信によりそこで視覚的に表象される黒人性やラテン性は人
種的差異に還元される場合もあるが、実際にはアパデュライやハウズのいう複数のスケープが
存在し、まさにカント的な意味での趣味判断として人種・民族集団の差異をこえた世界性（=普
遍性）が獲得されるのだ。その時には、エスノグラファーも参加する／しなければならない民主
的な「趣味判断の議論空間」の世界拡張——昨今の ICT 用語ではユビキュタスな——の経験の
中に巻き込まれるのである。 
 本研究課題が扱った「感覚の人類学」は研究期間満了のために終了する。しかし、ストーラー
のいう視覚中心主義を批判的に乗り越えた、「感覚の人類学」批判を推進するための宿題を、研
究代表者ならびに研究分担者には今度は与えられたのである。「感覚の人類学」研究に終わりが
ないというのは、そのような意味からである。 
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